
消費者委員会 消費者をエンパワーするデ

ジタル技術に関する専門調査会（第4回） 

議事録

内閣府消費者委員会事務局 



消費者委員会 消費者をエンパワーするデジタル技術に関する 

専門調査会（第4回） 

議事次第 
 

1．日時  令和 6年 7月 2日（火） 15:00～ 17:07 

2．場所  消費者委員会会議室及びテレビ会議  

3．出席者  

 

（委員）  

【会議室】  

橋田座長、相澤委員、坂下委員、原田委員  

【テレビ会議】  

森座長代理、荒井委員、田中委員、鳥海委員、松前委員  

 

（オブザーバー）  

【会議室】  

黒木委員  

【テレビ会議】  

柿沼委員  

 

 （参考人）  

【会議室】  

     丹康雄氏  一般社団法人電子情報技術産業協会スマートホーム部会長  

     鈴木裕一郎氏  ユカイ工学株式会社取締役 COO 

     河村雄一郎氏  セコム株式会社セキュリケア事業推進室課長  

 

【テレビ会議】  

  小笠原亮氏  パナソニック  エンターテインメント＆コミュニケーショ  

ン株式会社  

スマートコミュニケーション BU経営企画部長  

 

 （事務局）   

小林事務局長、後藤審議官、友行参事官、江口企画官  

 

4．議事  

（ 1）開会  



（ 2）①事業者ヒアリング（パナソニック  エンターテインメント＆コミュニケー

ション株式会社）  

②事業者団体ヒアリング（一般社団法人電子情報技術産業協会スマート  

ホーム部会）  

③事業者ヒアリング（ユカイ工学株式会社、セコム株式会社）  

（ 3）閉会  

 



1 

 

≪1．開会≫ 

 

○橋田座長 本日は、皆様お忙しいところをお集まりいただきまして、ありがとうござい

ます。 

 ただいまから、消費者委員会第4回「消費者をエンパワーするデジタル技術に関する専門

委員会」を開催いたします。 

 本日は、相澤委員、坂下委員、原田委員は会議室で、森座長代理、荒井委員、田中委員、

鳥海委員、松前委員はテレビ会議システムにて御出席いただいております。 

 なお、本日は所用によりまして山口委員は御欠席との御連絡をいただいております。 

 消費者委員会からオブザーバーとして、黒木委員は会議室、柿沼委員はテレビ会議シス

テムにて御出席いただいております。 

 本日は、所用により、星野委員、山本委員は御欠席との御連絡をいただいております。 

 また、本日は、事業者ヒアリングといたしまして、パナソニック エンターテインメント

＆コミュニケーション株式会社の小笠原様、一般社団法人電子情報技術産業協会スマート

ホーム部会長、北陸先端科学技術大学院大学副学長の丹様、ユカイ工学株式会社の鈴木様、

セコム株式会社の河村様に御発表をお願いしております。 

 では、本日の会議の進め方などについて、事務局より説明をお願いいたします。 

○江口企画官 議事に入る前に、配付資料の確認をさせていただきます。 

 お手元の議事次第に配付資料を記載してございます。もし不足等がございましたら、事

務局までお知らせください。 

 本日は、報道関係者を除き、一般傍聴者はオンラインにて傍聴いただいております。議

事録については後日公開いたします。 

 以上でございます。 

○橋田座長 では、前回に続きまして、デジタル技術の活用例、消費者の支援に活用する

アイデア、社会実装するに当たっての課題と考えられる事項などについて、関係者のヒア

リングを行った上で、さらなる活用について意見交換をしたいと思います。全体を通じて

委員からの積極的な御発言をお願いいたします。 

 まずは、テレビドアホン、見守りカメラ等を提供されているパナソニック エンターテイ

ンメント＆コミュニケーション株式会社様から、御発表を20分程度でお願いいたします。 

 では、パナソニック エンターテインメント＆コミュニケーション株式会社の小笠原様、

よろしくお願いいたします。 

 

 

 

≪2．①事業者ヒアリング（パナソニック エンターテインメント＆コミュニケーショ

ン株式会社）≫ 
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○小笠原氏 皆さん、初めましての方が多いと思いますけれども、ただいま御紹介にあず

かりましたパナソニック エンターテインメント＆コミュニケーション株式会社の小笠原

と申します。 

 私は、後ほど会社概要も御説明をさせていただきますけれども、パナソニックグループ

の中で、テレビドアホン、あるいはそこに接続される見守り用カメラといったカテゴリー

を担当させていただいておりまして、本日は、私が担当しているカテゴリーの商品から見

たデジタル技術の今後の活用の方向性を簡単に御紹介を差し上げたいと思います。よろし

くお願いいたします。 

 それでは、簡潔に私のほうから御説明を差し上げたいと思います。 

 まず、弊社の概要でございます。パナソニックという会社は、数年前に持ち株会社制に

移行しておりまして、パナソニックホールディングス株式会社という会社の下に、実際の

事業を行う事業会社と言われるものが複数存在する、こういった形の組織体制になってお

ります。私が所属しているのは、この中のパナソニック エンターテインメント＆コミュニ

ケーション株式会社、赤枠で囲っておりますが、この会社になります。 

 いろいろな会社がパナソニックグループの中にありまして、1つ大きなくくりとして左

側にパナソニック株式会社というのがあるのですけれども、ここがいわゆる家電、白物家

電と設備系、スイッチや配線機器といった商材を担当している一番大きな事業会社なので

すけれども、我々はそういう白物家電とは趣を異にしております。こちらのページにより

詳細な会社の概要、あるいは担当しているカテゴリーということで記載をしておるのです

けれども、基本になっておりますのはテレビ、オーディオ、あるいはビデオ、プラス、カ

メラ、映像機器といういわゆる黒物家電をベースにした事業会社でございます。 

 その中に、黒物家電とは少し毛色が違うかもしれませんけれども、コミュニケーション

に関係する機器を集めた部門がございます。ここに赤枠でございますように、パナソニッ

ク エンターテインメント＆コミュニケーションというのは黒物の他に電話・ファクスで

あるとか、私が担当しているテレビのドアホン、インターホンと言ったりしますけれども、

それとカメラ、ヘッドホン、こういった商材も担当しております。 

 会社の中をより詳しく申し上げますと、担当する商品カテゴリーによって、ビジネスユ

ニットという形でさらに組織が細分化されておりまして、テレビ、ビデオ、オーディオと

いう王道の黒物家電を担当しているのはビジュアル・サウンドビジネスユニット、放送用

のカメラも含めてカメラ、映像機器を担当しているのがイメージングソリューション事業

部という組織になっておりまして、先ほど申し上げた電話・ファクスとかインターホンと

いうコミュニケーション関係の商品は、スマートコミュニケーションビジネスユニットと

いう会社内の組織で運営をされております。私も、スマートコミュニケーションビジネス

ユニットに所属しておりまして、その中でも、とりわけインターホンとホームネットワー

クという商材を担当しているということになります。 
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 繰り返しになりますけれども、スマートコミュニケーションビジネスユニットが今申し

上げた商品を担当しておるのですけれども、過去から非常に高いマーケットシェアを実現

しておりまして、とりわけ電話・ファクスという、市場としてはシュリンクする傾向にあ

るのですけれども、お客様のコミュニケーションを支えるデバイスの一つとしてグローバ

ルでナンバーワンシェアを獲得しております。 

 今日御紹介するドアホンも、国内の戸建て住宅にフォーカスをしますと、我々が今シェ

アがナンバーワンということで、かなり多くのお客様に戸建て向けのテレビドアホンを御

利用いただいているという状況でございます。 

 もう少しテレビドアホンの内実に触れながら、今後どういう形でお客様へのお役立ちを

拡大していくのか、それを目指したときの課題は何かというところを少し説明したいと思

います。 

 テレビドアホンとしては、今、幸いなことに戸建て住宅というセグメントにおいてはナ

ンバーワンシェアを獲得しているわけですけれども、あくまで、これまでどちらかという

とスタンドアローン、住宅の中で完結している商品がほとんど全てでございました。 

 最近、ここ4～5年、ネットワークに接続するという機能を入れてまいりまして、ネット

ワークに接続して何をするかといいますと、お客様が来訪されたときに呼びボタンを押す

わけですけれども、その呼び出しに住宅の外からでもお客様のスマートフォンを使って応

対ができる、そういった機能を第一に訴求をしております。 

 今後は、ネットワークに接続する機能をもっと拡充してこの機器の役立つ領域を増やし

ていこうというのが我々が基本的に考えていることでして、ネットワークに対応するドア

ホンをいかにお客様に分かる形で価値付加を出していくか、あるいは我々も事業者の努力

として、ラインナップの上でネットワークにつながるモデルをいかに増やしていくか、こ

ういったところが今後我々がやっていくことかなと考えております。 

 具体的にはここからが今日の議論のポイントかなと思います。デジタル技術をどういう

ふうに活用しているかということで、今、外からスマートフォンを使って来客応対ができ

るという機能にも言及させていただきましたけれども、それだけではなくて、いろいろな

技術を活用しておりますので、御参考までということになるかもしれませんけれども、御

紹介をしたいと思います。 

 我々としては、テレビドアホンというデバイスを単なる来訪者応対の機能に押しとどめ

ておきたくはないと考えておりまして、住宅設備におけるお客様とのタッチポイントの一

つであると我々は広義に捉えております。 

 その中で、住まいが進化していく中で、我々のドアホンも機能を進化させていかないと

いけないということで、今映っていますように、例えばゼロエミッションの住宅が今後増

えていく中で、エネルギーマネジメントのシステムと連携して、今、住宅のエネルギーの

状況がどうなっているかというのをお客様に正確にお伝えする、そういった形でのユーザ

ーインターフェースも実装しております。あるいは、昨今の自然災害が増えていると我々
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も認識しておりまして、大雨あるいは地震、そういったときに外部からアラートをこの機

器に送ってお客様に警告をお知らせするといった機能も実装しております。 

 もちろん、各自治体様で取り組まれているような防災無線とか、いろいろな方法はある

のですけれども、通知する手段としては複線化されている方が望ましいと我々も考えてお

りまして、公的なサービスというわけではないのですけれども、我々の一つのサービスと

してこういった形の通知を画面で行うといったことも行っております。 

 繰り返しになりますけれども、来訪者応対だけというよりは、暮らしに必要不可欠な情

報をきっちりとお客様にお届けするための一つの窓として進化を続けるといったところを

我々の目標に一つ置いております。 

 モニター部分について今深く触れたと思うのですけれども、もう一つは、インプット、

情報を収集するデバイスとしてのカメラの有用性も我々は今後よく考えていかないといけ

ないと考えております。 

 ここにあるのはあくまで現行機種の御紹介にとどまっておるのですけれども、住宅の防

犯目的のカメラを我々はドアホンとともにお客様に御紹介させていただいておるのですけ

れども、単に撮りっ放しのカメラというわけではなくて、このデバイスの中にAIが入って

いまして、人の検知のみを行う。人がカメラのエリアを通ると自動的に録画を始めて、そ

の通知をお客様にお届けする。お客様は気になる点があれば外から録画された画像を確認

いただくということで、単に撮りっ放しのカメラというわけではなくて、本当に必要なと

きに作動して、通知も適切にお客様に行う、そういったカメラを頭をよくして、もっとい

ろいろなことに使えないかということを今後は考えていこうと考えています。 

 こういった各デバイスのそれぞれ進化の方向性も我々は一定考えているわけですけれど

も、しかしながら、もう少し大ぐくりで考えたときに大きな課題もそこに存在すると考え

ていまして、今日は私たちの課題認識という点について触れさせていただきたいと思いま

す。 

 そもそも今後どういうふうに我々のこの商品といいますか、世の中にあるテレビドアホ

ンを発展させるべきかということをいろいろ考えているのですけれども、一つ大きなワー

ドでくくるのであれば、冒頭も申し上げましたけれども、ネットワークで接続してもっと

お役立ちを広げたい、あるいは価値提供の幅を拡大したいというのが我々の大きな考え方

です。 

 例えばということになりますけれども、具体例はここには記載しておりませんが、テレ

ビドアホンというのは実は住宅用火災警報器と連動するような仕組みを既に持っておりま

す。連動したときに何が起こるかというと、住戸の外にある玄関のピンポンを押すところ

から、火事が起きていますということを戸外に向けて発報する機能を実装しているのです

が、なかなかそれだけでは連携しているメリットを十分にまだ社会として享受できていな

いと我々は思っています。 

 これは一例にすぎないのですが、既にある連携とネットワークの接続を使えば、テレビ
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ドアホンが住宅用火災警報器の発報を検知すると自動的に消防に通知をする、機械的に通

知をする、そういった形の役立ちもできるでしょうし、あるいは、一定の地域の中で何か

犯罪が起きたときに、ここの戸前についているカメラをあたかも防犯カメラのような扱い

をすることで、地域の中で不審者を捜したり、そういったことも可能性としてはできるの

ではないかと考えています。どちらかというと、エンドユーザーというかお客様だけでは

なくて、お客様を含む社会全体がもっと安心・安全・便利というところをネットワーク接

続を使うと実現できるのではないかと考えているところです。 

 この世界観というのは、別にそんなにとがったものではございませんで、進んでいる事

例として挙げていますけれども、米国の大きなIT企業なんかは、例えばカメラとかスマー

トスピーカー、あるいは我々の商品に類似のドアベルカメラというものを自前で準備をし

て、そこから得られるデータを実際に様々なサービス向上とかパブリックな用途に既に使

われています。実際に、犯罪の捜査をするのに、ドアベルカメラが撮りためている画像を

警察に提供する。自動的にというよりはネットワークを介して確認ができるとか、そうい

う連携が既に実現しています。既に米国の場合は、具体的なデータの所有権はユーザーが

持ってはいるものの、それをどう利用するかの権利は企業側も保有しているということが

こういう商品を購入するときも明記されています。 

 一方で、それだけ明示したところで、このデータがどういうふうに使われるかというこ

とに関しては米国においてもいろいろな議論がありまして、いかに公益に資するとはいえ、

勝手に住宅前の画像のデータを警察に提供するとはどういうことだということも含めて、

いろいろな訴訟の事案もあると我々は理解をしています。 

 こういった状況でございまして、我々が今後目指していく方向性は比較的明確ではある

ものの、先行事例として米国の例を見ると、社会に受け入れられているかという観点にお

いてはまだまだ難しい部分もあるなと捉えております。 

 そこで、サマリー的になるのですが、我々の課題認識として少しまとめております。課

題認識というのは、端的に申し上げますと、かなり機微なデータも含めていろいろなデー

タがございますけれども、それをどう利活用するか、それを社会にどう還元して、それが

全体としての効率あるいは安心・安全をどういうふうに担保していくのかということに関

するコンセンサスを形成していく必要があるのだろうなと考えています。 

 ここに挙げているような5点、細かくは読み上げませんけれども、端的に言うと、データ

が誰のものかということも含めて今後はっきりとさせていかないと、より大きな取組が難

しくなってきているなと感じております。 

 そのためにはどうするかということですけれども、やはり我々事業者単独でこういう世

界観をつくるのも結構難しいです。これ以上、仲間を増やしてというのも難しい面もあり

ますので、そもそもこういったデータをどういう形で社会に対して還元していくのかとか、

そういったところはグレーゾーンを踏まないと我々もなかなか実装できなくなってきてい

ます。グレーゾーンを受け入れられれば恐らくいいのでしょうけれども、駄目だという人
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がいたときに訴訟あるいは係争のリスクもあるということになると、なかなか踏み込めな

いところがございますので、やはりここは一つ法整備も含めて環境の構築が要るのかなと

考えております。 

 ちょうど20分ぐらいになりましたけれども、我々としては、今後目指していきたい姿と、

一方で、そこに対しては大きな課題がまだ残っていると考えておりまして、本日はそれに

ついて発表させていただきました。 

 以上がパナソニック エンターテインメント＆コミュニケーションからの発表でござい

ます。皆さんありがとうございます。 

○橋田座長 ありがとうございました。 

 ただいまの小笠原様からの御発表内容を踏まえて、質疑応答、意見交換をしたいと思い

ます。御発言のある方は、挙手またはチャットでお知らせください。よろしくお願いしま

す。 

 松前委員、よろしくお願いします。 

○松前委員 松前と申します。 

 本日は貴重な御発表をどうもありがとうございました。 

 私からは2点お伺いさせていただきたいのですけれども、まず、最後の12ページ「必要と

考えられる施策」の1の法規制の整備というところに関して、グレーゾーンがあるというお

話があったかと思いますが、もう少し具体的に法制度のどの辺りを明確化してほしいとい

うようなことがおありでしたら教えていただきたいというのが1点です。 

 もう1点が、11ページでアメリカの先行事例の話があったかと思いますけれども、例えば

アマゾンのRingというカメラ付きのドアベルについては、先ほどお話にもありましたよう

に、隣の家が映ってしまうとか、家の前の道路がまあまあ遠くまで撮影できて公道を歩く

人や、その音声がとれてしまうといったことも問題になっていたかと思います。この辺り

に関連して、御社のセンサーカメラでは契約をした御家族以外の同意をしていない第三者

のデータに関してはどういう扱いをされていらっしゃるのか、また、今後サービスを発展

させていくときに、こうした同意をしていない契約者以外のデータをどのように扱ってい

こうと考えられているのかという点を教えていただければと思います。よろしくお願いい

たします。 

○小笠原氏 ありがとうございます。 

 まず1点目でございます。私は、法規制に関して取り立てて詳しいわけではございません

で、かなりピンポイントな答えになってしまうことは御容赦いただきたいと思います。 

 まず、テレビドアホンという商品の性質上、来訪者が意図を持って呼び出しボタンを押

すと、その来訪者の顔の映像は当然ながら画面に映って、そして、昨今の商品ですと録画

もされるということになります。これは、ある意味においては、来訪者というのは自分の

顔が録画されることに関して同意をどこかでしているわけではない。しかしながら、社会

通念上、テレビドアホンというのはそういうデバイスであるというふうな一般の理解がそ
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こに存在しているので、肖像権といった話にはなりませんというのが、当社の中でもいろ

いろな議論がある中で、弁護士の先生にその辺を確認させていただいて、現行のテレビド

アホンで来訪者が意図を持って来たときの画像はまずはオーケーですと。 

 オーケーはいいのですけれども、今後、例えば、これは何を確認しようとしたかという

と、それこそ公道を歩いている方がいて、公道を歩いている方を検知して、その人が来訪

するという意識がない中で録画したり、あるいはそれを誰かが例えば滞留してうろついて

いますというデータに変換してもいいですけれども、そういう形で何か意味のあるデータ

をそこから引っ張ってくることは大丈夫でしょうかという確認をしたときに、まず、何の

形であれ自分の映像が撮られるという同意を全くしていない人を撮るのは駄目ですと。そ

れは極めて微妙なところになるので、もし肖像権という観点で勝手に撮らないでください

と言われると、メーカーとしても責任を問われる可能性があるというふうに、我々として

は内部でそういう議論があったので、一旦そういう機能はやめましょうということで差し

止めたという経緯がございます。 

 ですので、今後、仮にもし法整備として可能であるならば、例えば、町なかを歩いてい

る人のデータというのですか、画像データのどこまでの解像度というのはあるのですけれ

ども、例えば家の前で何が起きているのかとか、そういうデータを常に録画というか分析

しても大丈夫か、何て言ったらいいのか難しいのですけれども、宅外の情報をより精度よ

く撮れれば、もっといろいろな社会への還元の方法があると思っていまして、それはアイ

デアベースがいろいろあるので、あまり営業の秘密に触れるとあれなので言いづらいので

すけれども、現状、意図を持って来る来訪者か、宅内に許可なく侵入してくる人物の画像

しか扱えないところをもう少し幅広にデータを取れるようにしたいなというのが、ちょっ

ともやっとしていますけれども、そういうところの規制を少し変えられないかなと考えて

いるところです。 

 すみません。上手に言おうとすると我々が考えている事業アイデアみたいなところにタ

ッチしてしまうので、あまりうまく言えなかったのですけれども、そういう点がございま

す。 

○松前委員 大変興味深く拝聴いたしました。どうもありがとうございました。 

○小笠原氏 2点目に関しても、今触れたのと同様です。 

○橋田座長 では、森座長代理、お願いします。 

○森座長代理 御説明ありがとうございました。興味深く伺いました。 

 教えていただきたいのは、ドアホンのカメラで顔特徴量データを取っておられるのでし

ょうかということが一つ。 

 もう一つは、例えば、お話の中にもあったかもしれませんが、御近所といいますか、お

向かいの前を映してしまうことにはならないかということです。 

 3点目ですけれども、警察への提供というのが11ページにありましたけれども、防犯とか

捜査当局に映像データを提供するということになりますと、それは回しっ放しというか、
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宅急便の人が来てドアホンを押したから、誰ですかということで住民としてはカメラ映像

を見ると思うのですけれども、そうではなくて、監視カメラのように撮りっ放しになって、

それをリアルタイム、場合によってはリアルタイムではないかもしれませんけれども、継

続的に撮ったものを提供したりするということなのでしょうか。 

 3点について教えていただければと思います。よろしくお願いします。 

○小笠原氏 1点目の顔認証といいますか、それについては現行のモデルでは対応はして

おりませんが、海外のメーカーを含めて類似の技術を盛り込まれている商品もございまし

て、将来的には我々も当然実装していく必要があると考えています。 

 ただ、その使い方というのが、来訪者、誰でも顔の特徴量を蓄積するというよりは、決

まった人、家族かどうか、知り合いかどうかとか、どちらかというとライトな形で利便性

を増すような方向で活用するのが当面はよかろうと我々は考えております。 

 2点目に関しては、おっしゃるとおりで、現状どうしても映り込むことは避けられない部

分はございます。ただ、先ほど申し上げたように、現状のモデルは、来訪者が来てピンポ

ンを押すタイミングでしか画像を録画しないので、常時、隣が映っているということはご

ざいません。 

 一方で、外を監視する、こういった連動するカメラに関しては、どうしても自分の敷地

外についても映ってしまう可能性はございます。ですので、実はデジタル的に敷地外を撮

らないという設定ができるようになっておりまして、敷地内で何かが起きたときにだけ画

像を撮るといった機能を実装して、不必要に隣家を監視したり、そこで見張られていると

いうようなことがないように配慮はしております。 

 3点目でございますけれども、将来的には、玄関前のカメラを常時稼働させて、あたかも

ネットワークカメラのように振る舞わせるのかということについては、将来的な構想の中

ではそうです。 

 実際、先ほど言及がございましたけれども、アマゾンのRingなどはそういった設計思想

で既に設計されておりまして、基本的には常時カメラが動いております。必要なときだけ

画像を転送するという機能がついておりますけれども、そこに、エッジで大丈夫だと思う

のですけれども、エッジAIとか判断系を載せていくと、エッジAIが載ったカメラが一定程

度市中にばらまかれるといろいろな解析ができるようになるのかなと思っています。不必

要なときは特に起きてはいないのだけれども、何か事が起きたときだけアラートを上げた

り、あるいは録画という実際の動作をしたり、そういっためり張りをつけた動作をさせる

ことも将来的には可能なのかなと思っております。 

○森座長代理 ありがとうございました。 

 ちょっと感想を申し上げますと、顔特徴量データのお話は、ユーザー的には誰が来たの

かなと見るためのものなので、御家族だったら御家族と分かりますので、それがユーザー

のための利便性を上げているのかなというのは疑問に思いました。あと、常時撮影するけ

れども、エッジAIにすることによって適切な限度で撮影するということなのかもしれませ
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んが、そうは言っても常時撮られるということになりますと、一戸一戸の住宅のカメラが

ある種の監視カメラになるということだと思いますので、若干、法制度的な敷居が高いの

かなと感じました。御説明どうもありがとうございました。 

○小笠原氏 ちなみに、補足しておきますと、顔の特徴量に関しては、それで終わるわけ

ではなくて、例えば次のアクション、鍵を開けたり、御家族の方はハンズフリーで入れる

とか、そういう使い方を実際に海外メーカーはいろいろされているので、そういうところ

は利便性かなと思っています。 

○森座長代理 なるほど。顔認証として使うということですね。分かりました。ありがと

うございました。 

○橋田座長 原田委員、お願いします。 

○原田委員 御発表ありがとうございました。原田と申します。 

 御質問と希望が1つずつですけれども、1つはスマートフォン接続が9ページに載ってい

るので、誰かが来訪したらスマートフォンのほうに通知が来るというようなシステムを構

築されていると伺いましたが、これは来訪者にスマホから対応されているということが分

かるのでしょうか。 

 なぜこんなことを聞いているかというと、スマートフォンから対応しているということ

は、その家が留守だということが分かってしまうので、逆に悪用されないのか、この家は

留守なのだなと数人で入ってくるみたいなことになるとちょっとあれかなと思ったので、

来訪者はスマホで対応されているのか、実際に中から対応されているのかというのが分か

るのかどうかというのが1点。 

 もう一つは、よく訪問販売などのケースですと、私も経験があるのですけれども、ピン

ポンと鳴らして画面を出すと大体隠れるのですよね。隠れるので顔が映らないで、ただ、

ピンポンが鳴ったので出てみると横からひょっと出てくる。悪いやつほどカメラから隠れ

ようとするという人がいるので、例えば、ピンポンと鳴って、今までのように映っている

という前提ではなくて、何も映っていないということになったら、例えば訪問販売のケー

スですと、「契約する意思はありません」みたいな拒否の意思表示みたいな機能がついて

くれると有り難いなと。つまり、本人が拒否しているにもかかわらず強引に押し売りをし

てくるみたいになれば、特商法的に有利かなみたいなところがあるので、映る画面が逆に

何も映っていないとか、訪問販売に対して最初から画面に出ないと拒否をするような機能

みたいなことの検討はできるのかというところを2点お願いします。 

○小笠原氏 まず1点目の件に関しては、基本的に来訪者側からはどこから応対されてい

るかというのは認識できません。宅内でも、わざわざモニターのところに行かなくてもと

いうことで、スマホから応対される方もいらっしゃいます。ですので、全くそこは分から

ないだろうなと思います。 

 もう一つの点、我々もエンドユーザーの方とヒアリングしながら年々機能を拡充したり、

お客様に対して新しい機能を提案している中で、幾つか同じようなことを課題として伺っ
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ています。 

 これまでやってきたことの一つは、玄関前のカメラを横に広角にする。ほぼほぼ隠れる

ところがないぐらい、カメラの近くにいたら横にぴったり張りついても誰かいるというの

が認識できる程度の広角、170度ぐらいするのですけれども、そういうカメラを今載せてい

る。 

 もう一つが、自動で応対する。たとえ家の中にいても、会話を始めると相手のペースに

はまってしまうというのもあると聞いていまして、お客様が来訪してピンポンを押された

ときに、「用件を言ってください」とか、「結構です」とか、機械的にボタンを押したら

そのまま話が終わるみたいな、なかなか冷たい対応をしづらい住人の方もいらっしゃいま

すので、そういうふうに機械的に応対するような機能も実装しています。 

 それがどこまで本当にお客様のためになっているかというのは、僕らも具体的に分かっ

ているわけではないのですけれども、おっしゃられていたように、お客様からはそういっ

たお声もたくさんいただいておりましたので、スタンドアローンではありますけれども、

そういった機能は一定実現してきているのかなと考えています。 

○原田委員 ありがとうございます。販売目的を本当はちゃんとその場で言わなければい

けないのですけれども、販売目的を言うとまず絶対開けてくれませんので、そこら辺はグ

レーなところをかいくぐって訪問販売をしている事業者さんがいらっしゃるので、なかな

か断れない人が、自動音声で「帰ってください」と言ってもらえるというのは非常にいい

のかなと思いました。 

 もう一個前の御質問に関しましては、ただ、本人が「今、外出中で、いないのですよ」

と自分からしゃべってしまったりするだろうなと思ったので、そこはもうユーザーさんの

使い方によるということになってしまうということですね。 

○小笠原氏 そうですね。そうなってしまいます。 

 ただ、今おっしゃっていただいたところで、訪問販売は販売目的であるということを言

うことが義務づけられているというのはありますけれども、ある意味において、テレビド

アホンというのが、訪問者が何であるか、誰であるかというのを認証する一つのデバイス

だというふうに広義に捉えていまして、そういう意味では、よくあるのが宅配業者さんだ

と思うのですけれども、今一番多い来訪者が宅配業者さんで、宅配業者さんが自分は正規

の宅配の任を負って来ているということをある種認証したいという思いをお持ちの事業者

さんもいるというふうに我々は認識しているので、そういう意味でも、どうやって実現し

ていくとより安全な応対ができるのかなというところについては、今後の発展の芽がある

のかなと考えているところです。 

○原田委員 ありがとうございます。 

○橋田座長 どうもありがとうございました。 

 小笠原様におかれましては、貴重な御報告をいただきましてありがとうございます。こ

の後、関連する議論も出てこようかと思いますので、差し支えなければ引き続き御参加い
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ただけますと幸いです。 

 次に、スマートホーム等の取組に関して、一般社団法人電子情報技術産業協会スマート

ホーム部会様から御発表をお願いいたしたいと思います。 

 では、一般社団法人電子情報技術産業協会スマートホーム部会の丹先生、20分程度で御

発表をお願いいたします。 

 

 

 

≪2．②事業者団体ヒアリング（一般社団法人電子情報技術産業協会スマートホーム部

会）≫ 

 

○丹氏 分かりました。JEITAスマートホーム部会部会長の丹と申します。 

 JEITAは、電子情報技術産業協会といいまして、日本における自動車工業会に次ぐ規模の

大きな産業会になっておりますが、今日御発表されている皆様もJEITAの関連の会社さん

で、パナソニックさんなんかは現在セキュリティーのワーキングの委員長をやっていただ

いたり、プライバシーの委員長もこの間までやっていただいたりという感じですし、セコ

ムさんは初代のセキュリティー委員長でしたが、そういうような感じの皆さんとなってお

ります。委員の先生方にも随分とJEITAとしてはお世話になっております。 

 私のほうですけれども、私は大学に勤めている人間なので、中立的にネガティブな部分

も含めて言えるかなというところで、今日ここに来させていただきました。 

 JEITAのスマートホーム部会の部会長とともにECHONETコンソーシアムのフェローという

立場もありまして、スマートホームというか、もともとはホームネットワーク、さらに遡

りますとホームオートメーションと言っていた世界の標準規格や何かに関して30年ほどや

っておりますので、経緯や何かも含めて今日はお話しさせていただければと思います。 

 まず、これが一番厄介なところで、スマートホームとは何ぞやという話です。これは、

それぞれの業界団体が定義をすることもあるのですけれども、基本的には定義できません。

結局、ICTを活用して家の中で行うことをサポートするようなシステムがみんなスマート

ホームですというざっくりとした言い方しかありません。 

 家の中にはいろいろな人がいて、いろいろな活動をしていますよということで、それで

いろいろな要求が出てきます。そこで挙げました物理環境の維持とか省エネと書いている、

大体この5分野はもう大分確立していて、具体的にどういう製品が出ていて、どういう制度

の下で動いているというのが見えているのが5分野なのですけれども、スマートホームと

いったときに、本当は家という単位で賢くあってほしいと期待するのですけれども、現状

はそうではありません。1つのカテゴリーの中のサービスが別のカテゴリーのことはほぼ

知らないで動いているという形になりますので、ばらばらに動作をする。一番極端な例が、

省エネをするのだったら他のサービスを全部止めて回ればいいではないかという感じの話
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にもなってしまうということで、本当は家全体として賢くあってほしいのですけれども、

なかなかそうはいかない。 

 さらに、家というのはもともと住宅メーカーさんが造るもので、家の価値はもともとは

建物自体にあったのですけれども、そこに機器メーカーさん、あるいは情報系のもともと

家とはかなり遠かった人たちが入ってきて、むしろ価値がそちら側に移っているというと

ころで、今度は住宅メーカーさんが危機感を持っているという状況にあります。 

 この分野は、実はかなり古い分野でして、今、4ページの説明を始めていますけれども、

最初は1970年代から始まります。マイコン内蔵の家電が出てすぐに、その家電同士をつな

ぐという話を日本のメーカーさんは始めていまして、間違いなく日本はこのとき世界のト

ップランナーで、15年ぐらい世界に先駆けていました。 

 その後、ホームオートメーションというのがなかなか離陸しないまま90年代に入りまし

て、デジタル家電という形になりというふうに進んでいくわけですけれども、一番ポイン

トとなるところは、2000年ぐらいのときに日本のメーカーさんが考えていたホームネット

ワークとかスマートホーム、ホームオートメーションを一通りつくってみたら商品性がな

かったということに気がついて、省エネのシステムは省エネどころか、その機械が食う電

気で逆に電気が増えるとか、いろいろと問題が明らかになってきました。 

 そこを解消するというか、次のポイントになったのがWeb2.0ということで、インターネ

ットの世界になってきて、そこでシステムの考え方が大きく変わっていきます。 

 それで、2010年というのは、本当は日本においては日本型のスマートホームの一つの終

着点がここで出来上がる。NTT東西さんが、この当時でもフレッツは相当な家庭に入ってい

ますし、電話網も黒電話を引き上げてみんなIP電話に替わるということで、ほぼ全世帯に

NTTさんの箱が入っているという状況の下、その箱をみんなで使って家の中でサービスを

やるという構図をつくり上げるというところまで日本は来ました。そこで、サービスを始

めようとした正にその時期に東日本大震災が来て、電気すらないのにそんなことを言って

いる場合かという話になってしまいました。ということで、日本の場合には、そこで10年

間、ほぼエネルギーのほうにそれこそ我々のエネルギーが食われました。 

 その間に2012年ぐらいから米国で違う動きが出てきて、Amazon Echoというのが2015年

なのですね。そこでスマートスピーカーというのがぼんと出てきた後、それがスマートホ

ームだというふうに何となく世の中に認識されて今に至りつつあるということで、実を言

いますと、2010年までで日本が目指していた世界とアメリカ型のスマートホームはかなり

違ったものであるというところはあまり世の中に知られていません。 

 それで、今、日本型という流れについては、アメリカ型が普及し始めているので、それ

を許容しつつも、赤字で書かせていただきました「社会基盤の中のスマートホーム」、こ

れは特に今の総理になってデジタル田園都市国家構想ということで交付金のつけ方もがら

りと変わりまして、そちら側で個人に対する私財としてシステムを売るというところから

一歩踏み出すというところに差しかかりつつあるというのが今の状況となっております。 



13 

 

 一番下に箱でフォーラムとか団体を書いてありますけれども、実を言いますとECHONET

というのは20世紀の団体なのですね。それが今でも生きて、規格をつくっています。一方

で、スマートホームが出て日本はどうするのだというのでつくられたのがJEITAスマート

ホーム部会ですので、これだけの時間の差はあるのですけれども、今やっている内容はほ

ぼ重なっていまして、それで今ジョイントのワーキングやなんかを盛んにやっているとい

う状況にあります。 

 さて、次のページから、スマートホームの実現方法の話をざっと御紹介します。20世紀

まではコントローラーというのが家の中にいて、それで全部コントロールするというモデ

ルで大体よかったのですけれども、これは複雑なことをやらせようとすると、ソフトウエ

アの改修費用で何百万円も毎年かかってしまうということになる。これはちょっとたまら

ないねということで、「サービス」と書いてある緑色の箱が左側のほうに出現しています

が、今度はインターネットというものが出現しましたので、会社の中にあるソフトウエア

と家の中にある機械を24時間365日つながっていますよという前提で使うことができるよ

うに変わりました。これによって劇的に効率がよくなったという側面がありました。 

 2000年以降、2002年ぐらいから白物家電のほうが始まりますし、そのちょっと後ぐらい

からAV家電というような感じで、今にも至るところが大体こういう、いわゆる垂直統合に

なってしまうのですけれども、カテゴリーごとの統合のモデルです。 

 一方で、先ほど申し上げた2010年と言っていたのは、間に集約点のようなものを置き、

NTTさんのルーターというところをうまく使って、家の中の任意のものを動かすという構

図が日本型のプラットフォームというものです。これは今でもNTT東西さんでフレッツ・ジ

ョイントという形で、サービスはやめていませんが、今さら使うというには、お値段的に

合わないという状況になっているというのが実情です。 

 一方、日本が震災で止まっている間に出てきたのが、次の図で、右上のところにちょこ

っと今までのゲートウェイが残っていて、ぼこんとインターネットにいきなりつながって

いるデバイスが現れた。インターネット直結型ホームネットワーク、これがアメリカが持

ち出してきたものです。日本のメーカーさんたちの考え方では、これは危なくて、ないだ

ろうというので極力避けていたというモデルですが、スマートスピーカーをはじめ、周辺

機器やなんかは基本こういう構図でつながっていますので、そういうものが世の中に増え

てきたということはもう否定できない状況にあります。 

 一方で、エネルギー機器のように下手な操作をされると、変電所以下、自分の近所がみ

んな停電を起こすことができてしまうようなものを含むものに関しては、従来どおりゲー

トウェイ型、ゼロエネルギーハウスの補助金もそういう形のものに対して補助金がついて

いるというのが現状となっています。 

 とは言いながらも、それをいかにインターネット直結型とうまく折り合いをつけて取り

込んでいくかということで、プラットフォームのところの検討が今進んでいるというのが

今正に行われていることになります。 
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 ここの中で、ゲートウェイ型、つまり、日本型とIoT型（米国型）というものが出てきま

したが、これを極端な形で書き表したのが右と左になります。ゲートウェイ型は、そもそ

もの思想がユニバーサルサービスでデジタル・デバイド解消に役立つというような感じの、

どちらかというとターゲットが高齢者であったり、社会課題解決の省エネというところか

ら出発しています。一方で、IoT型というのは、自分でコンフィギュレーションができるよ

うな方々を対象として、自己責任ですごい高度なこともできちゃいますというのがアメリ

カ型という基本的なスタンスの違いがあります。 

 左側の日本型は、全体として動かしたときに齟齬がないかとか、セキュリティーは大丈

夫かというような話を念入りにやってからやりますので、どうしても開発期間が長く、お

値段も高くなってしまいます。それに比べると、今世の中で出回っている、それこそアマ

ゾンでぱっと買ってこられるネットにつながる何とかというので、スマートスピーカーか

ら何かできますというパターンは、動くということを誰も担保してくれませんけれども、

それを動かして使いこなせる人にとってはとても便利なスマートホームがつくれるかもし

れないよというのがアメリカ型です。こちらのほうが製品が素早く出てきますし、似たよ

うな製品、どうしてこんなに同じような格好をした製品が違うブランドでいっぱい出てい

るのだろうという感じのマーケットに今なっているというのが右側になります。この2つ

は全然違うのですけれども、右側のほうがスマートホームだ、スマートスピーカーの周り

にデバイスがあるのだと思っている方が結構多いなというのが実情です。 

 下のほう絵にありますように、日本型と書いてありますのはここのところが集約点みた

いな感じになっているのですよ。アメリカ型のほうはここのところが集約点になっている

のですけれども、一番上、これはほかならぬGAFAMがここに座っているわけです。なので、

アマゾンがいるのであれば、アマゾンにとってグーグルは不要なのです。だから、グーグ

ルホームがなくて、Amazon Echoだけで家の中を組んでくれれば、それで皆さん幸せになり

ます、そういう基本的な考え方です。 

 それに対して、左側の日本のほうは、いろいろなメーカーさんもいるし、いろいろなサ

ービスを提供する方もいるし、そこの間でどううまく、ある意味対等関係をつくってビジ

ネスをやっていこうかと、そこが大きな違いになります。現状は、先ほども申し上げたと

おり、危険性のあるところはゲートウェイ型なのですが、それ以外のところはIoT型が随分

と日本でも広まっているというところになります。 

 いずれにしましても、家の間取りとか什器の位置という形で、家という形をきちんと認

識した上でのインテリジェンスというところまではどちらのアプローチも至っていないと

いうのが現状ということになります。 

 次のページに図がありますが、先ほど申し上げましたとおり、今日本ではデジタル田園

都市国家構想で、個人に何か売るというところから一歩踏み出ようとしています。それを

実現するためには、どこのメーカーの製品を買ってもそういうサービスがちゃんと行える

という意味で、メーカー非依存性を出す必要があります。 
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 もう一つ極めて重要な点は、一番真ん中のところに「データ」というドラムが描いてあ

るのですけれども、これは偶然ではなくて、今価値を生むものはデータです。それで、一

つ一つの家電、例えばエアコンの室外機から取れた温度というのは、どこの気象会社も持

っていない非常に細粒度の温度です。そこの温度の変動を見て、先週に比べて何度上がる

と次の週から皆さんはエアコンを使うというのが、実は家電業界ではみんな分かっていま

す。なので、そこに遡って、そこでみんなが一斉に使う前にエアコンを1回試運転しましょ

う、試運転して故障していたら今のうちに修理をお願いしますという形にして、暑くなっ

てから一気に修理がばっと来ないようにということをやります。 

 そのデータというものも、実は1社だけのデータでは足りないのです。データにはある臨

界点みたいなものがありまして、それ以上の数が集まると非常に有効性が出てくる。それ

を集めるためには、メーカー横断でデータを集めるということを目指していかなくてはい

けない。そういう認識で、JEITAスマートホーム部会のほうではイエナカデータ連携基盤と

いうものを何とかつくれないかということを検討しています。 

 そこの上の出口のところで、デジタル田園都市国家構想インターフェースなどと書いて

あるとおり、今までの個人売りのサービスではなくて、これを行政のサービスでも取り上

げてもらうというところを想定しているということになります。 

 こういうようなお話を進めていきますと、想像が容易かなと思うのですが、こんな複雑

なマルチステークホルダーのシステムでどうやって契約して合意を取るのでしょうという

ことが極めて難しい問題になります。 

 正直なところ、違う業界がいっぱいあって、1つサービスの動き方が変わるだけで、もう

一回同意の取り直しということになるような世界ですので、本当は全体像を把握できるよ

うなメカニズムをつくって提示することが必要だというのは認識していますけれども、今

のところは決め打ちでこれこれをやりますよというところに関して同意を取るというとこ

ろで、それによってサービスがどんどん発展していくというところが大分足かせになって

いるような状況にあるというところが現状になります。 

 ガイドラインみたいなものを作って個社の同意を混乱なくみんな取れるようにという話

もやってみたのですけれども、やはりなかなか厳しいのと、皆さんそう簡単には乗ってく

れないところで、難しさはいまだに残っています。AIの活用というのを今後の期待として

います。 

 それで、今課題として出てくるものは、先ほどのパナソニックさんが御指摘になったよ

うな話にも関わるところではありますが、まず、今IoT型の製品が増えているので、自分で

設定できない高齢者の場合には離れている家族がわざわざ足を運んで最初の設定をしてく

る。ところが、セキュリティーのアップデートがかかって、その設定からもう一回パスワ

ードを入れ直して何かやらなければいけなくなったというと、また、おじいちゃんちに行

ってくるねという話になる。そういうことが現実に生じています。これは、昔、例えば電

話に加入しますといったときに、おじいちゃんちも電話が入ったんだねで終わりなのです
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けれども、今、スマートホームはそうはならないということを意味しています。 

 2番目はマイナーな話なので置いておきまして、一番下のところです。クラウド側の機能

に依存した形でデバイス側も動いていくというような形で、ここでどこまでがデバイス側

のほうに載っていて、クラウド側でどこまでの機能を担うかというところは、設計の自由

度があります。 

 そこの中で、こちら側に重きを置いているデバイスは、クラウド側というものを止めて

しまうと、自分の家にある物が大幅に機能制限されることになります。これが目新しい技

術系のデバイスで、2年もたったからもう古いんだよというので済めばいいのですけれど

も、実はスマートロックというような自分ちの鍵でこういうことも起きています。 

 鍵というのは、本来、住設メーカーさんからすれば、家が壊れるまでということで、本

当の住設メーカーさんは電子錠は補修部品を50年分用意するそうですけれども、これがIoT

型では買って次の月にクラウドをストップしますと言われちゃったという例も出ています。

これは非常に今問題になっているところではありますね。 

 それから、先ほどのデジタル田園都市国家構想へのインターフェースの実例といたしま

して、私が勤めています大学があります石川県能美市が非常に積極的に取組をしてくれて

います。 

 この図の一番下のところに並んでますオレンジ色の箱の一番右側が、イエナカデータに

よる何とかと書いてありますが、これは今年の分のものなので、昨年分のところにはイエ

ナカデータによる高齢者の健康管理とか見守りという話が入っておりました。そこから、

そういうシステムをベースにして今どんどん広げていっているという段階に入っています。 

 次のページです。能美市のシステムは、石川県庁とタイアップして都市OSを構築してい

ますというのもあるのですけれども、何ができているかという話に関しましては、エアコ

ン、空気清浄機のデータから生活パターンが取れます。それから、熱中症で危険な状況に

なったら強制的にエアコンをかけて温度を下げましょうとか、冬も高齢者は低過ぎる温度

で生活するというところをある程度の温度を担保する。ここをメーカー非依存の技術を使

って標準技術で、どこのメーカーのものでも基本は動きますよということをやるというの

が1つ。 

 それから、2番目のところにあります、その動作をしたのを今までですと個人加入でした

ので、そこで動作しておしまいだったのですが、これから、行政がまとめて入れて、要注

意な高齢者のところには一部無料でという感じの話にもなっていますので、当然ながら、

その情報は行政のほうと介護事業者、医療関係者、こういうところに自動的に通知するこ

とができるということで、独居老人の対処というところも円滑にお互い連携して行うこと

ができるような一つのきっかけになります。 

 それから、今回我々と一緒に動いているメーカーさんの製品の一部に、言葉をしゃべる

機能があります。この機能は、ピーピーと音が出るというのではなくて、人間の肉声をし

ゃべります。これは、昔ですとその場で音声合成していかにもロボットチックな声が出て



17 

 

いたのですけれども、今は誰かがしゃべったやつを録音しておいたものを発話させること

ができます。クラウド側から、必要に応じてクラウド側に録音してあったデータを出すこ

とができます。 

 特に今効果を期待しているのが、災害時の避難誘導のときに、自分の息子とか聞き覚え

のある声で呼びかけをするようなことを今やろうとしています。垂直避難が必要になった

ときには1階と2階の空気清浄機が、1階の空気清浄機が「おばあちゃん、2階に逃げてよ」

と言ったところで、2階に上がると、空気清浄機はセンサーの固まりですから部屋に入って

くるとすぐ分かるのですけれども、そのときに「おばあちゃん、2階に逃げてくれてありが

とう」と言う。そういう連携もできるということで、そこの可能性を能美市のシステムで

はこれからも追求しようとしているところになります。 

 「今後に向けて」は、もう時間もなくなりましたので飛ばしますが、先ほど出ていた倫

理的な話ですね。こういうのが必要ですということです。 

 今までお話をしてきた内容が最後のページに書いてありますが、一番下にありますとお

り、スマートホームというのはアメリカのスマートスピーカーがもう完全に先行していて、

日本は全然駄目だと見られている節がかなりあるのですが、それは我々としては不本意で、

全然違う思想で、もっと着実に、より広く、多くの人々のためになるようなシステムをつ

くれる可能性が日本にはある。技術的なアドバンテージはまだ一定ありますし、国際競争

力という観点でも、まだまだ競争力はこれから期待できるところもありますよということ

で、継続的な取組が必要だと思っています。 

 以上です。 

○橋田座長 ありがとうございました。 

 ただいまの御発表内容を踏まえて質疑応答としたいと思います。御発言のある方は挙手

またはチャットでお知らせください。よろしくお願いします。 

 原田委員、お願いします。 

○原田委員 御発表ありがとうございます。すごく勉強になりました。IoT型とゲートウェ

イ型の違いというのが非常に分かりやすかったです。 

 契約の難しさというところがあったかと思いますけれども、正にそのとおりだなと伺っ

ていたのですが、IoT型のところ、米国のやつも、いろいろな契約をするときに必ず利用規

約みたいなものがあって、インターネットとかネットワークを使うものは複数のステーク

ホルダーみたいなものがいっぱい入ってくるので、利用規約に事業者側がみんな免責にな

ってしまって、問題が発生したり、急に動きが悪くなったり、動かなくなったり、乗っ取

られたとか、そういうようなシステムチックな問題が起きたときに、事業者側が免責にな

りますよ、利用者側の責任の下にやってくださいよというふうに、ネットサービスの利用

規約は大体なっているのですよね。 

 そうすると、日本型のゲートウェイ型で、どっちにしろ利用者側の問題になって、利用

規約には事業者側は免責になりますよと書いてあったら、結局、どっちを使っても同じか
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なみたいに逆に思ってしまうのですけれども、そこら辺はどうなのでしょうか。 

○丹氏 ありがとうございます。 

 さっきの図を御覧いただくと、ゲートウェイ型というのは、家の中の入り口のところに、

ここにゲートウェイがいるのですね。点線で囲っているところが家の中となります。ゲー

トウェイ型の一番大きなポイントは、デバイスを増やすときに1つ関門があるということ

なのです。事業者側が想定していないデバイスを勝手につながれる確率は、ゲートウェイ

側のほうが低く抑えることができる。 

 一方で、完全にクラウド型、IoT型のほうになりますと、このデバイスというのが実は真

ん中のクラウドも通らないでいきなりここにつなぐようなやつもあり得まして、ここの上

のメーカーというか、上のクラウドのところでちゃんと管理をしていればまだいいのです

けれども、簡単に言ってしまうと怪しいものが紛れ込む可能性もある。それで、どこでど

れだけ信用のある相手とつないでいるのかというところを、今度はデバイスのところでは

なくて、クラウドのところでやっていかなければいけないのですけれども、それをちゃん

と誰かが統制を取ってやるかという話になってきます。 

 なので、結局のところは、御指摘のとおり、どちらにしても契約上同じような文面にな

るかもしれないというのはそのとおりなのですけれども、前提となるというか、実際にや

ろうと思ったときの状況が結構違ってくるというところはあるのかなと思います。 

○原田委員 ありがとうございます。 

 要は、ゲートウェイ型だとセキュリティー的にはしっかりしている。いきなりへんてこ

なところがつながってくるようなことはないというところも安全性的にはかなり担保され

ているから、利用規約にそうあったとしても安全性的には高いということですかね。 

○丹氏 そうですね。ですので、今、インターネット原理主義というのは悪口ですかね、

インターネット的な考え方、何でもかんでもオープンで対等につながってという観点から

すると、今、ゲートウェイ型でやろうとしているときには、ホワイトリストということで、

このメーカーさんのこの機器をつないでいいよという機器しか通信の段階でつながせない

というような仕組みも実は入っているのです。 

 それはインターネット的な観点からするととんでもない話であって、お叱りを受けるこ

とも多いのですが、先ほど申し上げたとおり、それこそ火事になってしまったり、停電を

起こしたりということになりかねないようなデバイスに関しては、そういうことをしてで

も安全性を担保しなければいけないのではないかなということで、やはりゲートウェイ型

の優位性は一つ残っているのかなと思います。 

○原田委員 確かに安全性的なところではそうなのかなと思います。 

 契約には利用規約が欠かせなくて、その利用規約というのが消費者保護的に見るとやは

り事業者側の免責が大きく立ちはだかっていて、結局は不利益を被った消費者の自己責任

になるのですよというような内容になっていて、そこら辺の規約の条項自体が問題になっ

たりするケースが多いものですから、そこの部分に免責事項がばっといっぱい入ってしま
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うと、安全性が高かったとしても、逆にうちは安全性が高いから操作ミスとか何か問題が

起こったのは消費者側の問題なのですよというような流れにならなければいいなというと

ころを懸念したところです。ありがとうございます。 

○丹氏 ありがとうございます。 

 御指摘の懸念は分かりました。ただ、僕からすると、IoT型はとにかくもっとひどい状態

になっているので、それ以前の問題があるかなというところですね。 

○橋田座長 私からいいですか。インターネットの世界でもそんなにむちゃくちゃである

わけではなくて、アプリストアなんかではちゃんとアプリの審査をして、オーケーだった

ものだけを使えるというふうに管理はしているわけなので、住設機器とか家電に関しても

同じようなことはIoT型でもやろうと思えばできるのだろうなと思います。 

 そこで、この辺りの話が一昨年か去年ぐらいに生成AIが現れて結構変わりつつあると思

っています。つまり、もう普通に言葉が理解できるので、お年寄りでもAIと話をすれば、

アプリやウェブサイトをいじったり、取説を見たりしなくても、AIが適当にサービスを呼

んできて提供してくる、あるいは機器を家のネットワークにつなぐためのプロトコルはこ

うだから、それをAIが操作してちゃんとつないでくれるみたいなことは、恐らくもう既に

技術的には可能になっているんだろうと思うのですよね。 

○丹氏 僕はそこまでは楽観的ではなくて、将来的にはAIを活用して、先ほど申し上げた、

自己責任で構築しますというところも楽になっていきますし、それから、先ほどの契約と

いうところで書いた、僕自身も少し研究テーマかなと思っているのは、今このサービスを

実現しようとしたときに契約の関係がどうなるかとか、自分の開示したデータが、例えば

生データから高次データと呼ばれる加工されたデータになります。この高次データ自体が

また新しい価値を持ったりするので、それは再利用したいという意向がいろいろ出てくる

のだけれども、僕がここで許諾したのはどこまで含んでいるのかなというのをビジュアラ

イズして見せてあげるという技術が必要で、それは機械的なグラフ的にやれば済む話では

なくて、結構AI的なことをやらなくてはいけないかな。そういうところにAIは使えて、少

し問題が解決に向かうということはあるかもしれませんが、近々、劇的に変わるとはあま

り思っていないというのが僕のスタンスです。 

○橋田座長 機器の扱いに関してはいろいろな課題があるのだろうと思うのですけれども、

アプリとかウェブサイトに関してはほとんど技術的にそれが可能になっていると思うので、

恐らく10年もしたら誰もアプリやウェブサイトはいじっていない、AIと話をしているとい

うふうになっているのではないか。 

 そうすると、いろいろな機器を操作する、あるいはネットでも何でもいいですが、いろ

いろなアーティファクトを操作するというのは、私のパーソナルAIと話をするということ

であるというのが常識になってくると、家電機器、住設機器だってそうだよねという話に

なりますよね。 

 それを前提に考えたときに、さっきおっしゃったような問題は自然にそれで解決される
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のだろうし、そのときデータはどうなるかというと、各個人が自分のAIを使っていろいろ

なサービス等、デジタルに直結するという形になれば、いろいろなサービスに入出力をす

るデータはおのずと本人の手元に集約されますよね。それを本人が自ら自分のアプリで管

理して、それを自分のAIにフル活用させたり、あるいはいろいろなサービス、住設機器と

かに食わせてサービスをさせるという流れが自然になるだろうと思うのですが、それはIoT

型とゲートウェイ型の中間というのかな、どっちなのでしょうね。 

○丹氏 実を言いますと、そのレベルの話は、IoT型かどうかの話よりももう一段先の話な

のだと思っています。 

 今おっしゃった観点はすごく重要で、僕は最初のところで、家としてスマートにすると

いう話が今できていないのですという話を申し上げた。それで、家としてスマートにする

というのは、ほかでもない、家としてのエージェントみたいものができて、そこの中で人

間として、今、この人間の周りの環境はこうでなくてはいけないのだけれども、それを実

現している中で省エネのアプリケーションを動かしてという、そこをちゃんと人間の代わ

りに判断してくれるような高度な処理が入ってきてしかるべきなのだと思うのです。そう

なったときに、裏側がどういう実装になっているかとか、デバイス側がどういう接続にな

っているかというのは、長い目で見るともうどうでもよくなると思います。 

 今、現実問題としてIoT型のデバイスが増えているというのは、それはコストの面も含め

てそちらのほうに一定の優位性があるからということは事実だと思います。ただ、セキュ

リティーの面で、例えばそのデバイスが正しくそのデバイスでありますよというのをちゃ

んと担保するためのメカニズムがないと、インターネットに直接つながるケースの場合だ

と、それが区別のしようがない。 

 先ほど来言っているゲートウェイ型というのは、実を言うと物理的に近いところでイン

ターネットとは別の技術でつながっているので、物理的にちゃんとこの近辺とかこの家の

中にありますというのを別のやり方で担保しているのですが、それがサイバーの空間の中

で証明書を使うなりしてちゃんと全部担保できる、しかも、それがローコストで、将来に

わたってもランニングコストは気になりませんというところになってくれば、それはそれ

で問題がない世界になっていくのだと思います。 

○橋田座長 そのときに、本人のところにおのずと集まってくる、本人あるいは家族のデ

ータを本人あるいは自分たちがフル活用できると、本人たちの価値は最大化するわけです

けれども、住設機器とかを提供した事業者はデフォルトでどこまでそのデータにアクセス

してもいいのかとか、あるいは、前の御発表の中であったような公共目的に使うときには

どういう仕切りが必要なのかということが整理されていくと随分よくなるのではないかな

と私は思っています。 

○丹氏 そうですね。ただ、大分先の気はしますけれども、おっしゃるような議論は必要

な方向には向かっていると思います。 

○橋田座長 他にどなたか御質問、御意見はいかがでしょうか。 
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 坂下委員、よろしくお願いします。 

○坂下委員 どうもありがとうございました。委員の坂下です。 

 丹先生に1つ質問したいのですけれども、能美市の例がありますよね。ここのページを見

ると、地理的に分散している孤立無援な住民たちが消費者として動こうとしたときに右下

の仕組みが必要だというふうに私は読めるのです。 

 そのように考えると、この委員会というのは消費者をエンパワーメントするという話な

ので、これを使うと地理的に分散した孤立無援の方々は最低限のサービスが受けられるよ

うにはなるでしょうと。それを提供するときに問題になるのは契約であると。その際に免

責がいろいろ規定されている面倒くさいものに同意をするということはとても困ると。そ

こをエージェントのようなもので代替できれば、それはエンパワーメントできるのではな

いのかというふうに読めたのですけれども、そのエンパワーメントするものがAIという技

術なのか、それとも今の規定みたいなものを見直して、高齢者の方でも分かりやすい、家

族の方でも分かりやすいものをつくるのかというふうに読み取ったのですが、そんな理解

でよろしいのでしょうか。 

○丹氏 ここで言っているのはそんな高度な話ではなくて、要は、人がどんどんいなくな

っている地域は、もう集落がまばらになっていくのですけれども、そこのまばらになって

いくそれぞれの集落に公民館が残ったりするのですよ。そこの公民館というのはかなり特

殊な建物で、ある意味誰が入ってもいいのですけれども、一方で、お互いに顔がちゃんと

つながっている人しか入らないのですよ。 

 今、デジタル公民館ということで能美市がやろうとしていることは、実は言うと、例え

ば宅配ボックスの代わりに公民館を使うのですけれども、そのときに配達された物が正確

に誰のもので、それに対しては本人しかアクセスできませんということは全く担保しない

のですよ。そこは地域コミュニティーの共助というか、コミュニティーの力を想定して、

単純に配達する人が鍵を開けるというところだけデジタルになっているという世界なので

すね。 

 だから、これはシステムみたいな話と人間と人間との関係のミックスになっているとい

う例ですね。 

○坂下委員 ライドシェアがそうで、ライドシェアは、その地域にコミュニティーがない

となかなか成立しません。だから、顔が見える関係がないと、実はこういうのを入れても

ビルトインされなくて、それを誰が仲介するかというと、能美市の場合だと自治体が多分

やるのでしょうけれども、そこの自治体も人がどんどん減ってきてサポートができなくな

ってくる。 

 この絵を見ていて思ったのが、デジタル村みたいものがあって、そこの村民になれよと

読めたので、そういう形のアーキテクチャーの上で動くものなのかなという印象を持ちま

した。 

 私からは以上です。 



22 

 

○丹氏 実を言いますと、能美市が今デジ田で先行している一つの大きな理由は、お互い

に話し合うという場がかなり特異的にちゃんとできているのです。これは、もともとスタ

ートの点は医療・介護・行政連携だったのですけれども、医療・介護・行政という下手を

すると責任の押しつけ合いになりがちな3者が、今、人口が減り、在宅で死んでいく人が何

百人も毎年いるような状況の中、どうしたらいいのかということを年間に50回も会議を開

いて、もともと人間同士の関係がちゃんとできていて、そこにシステムをぽんと投げ入れ

たらすごくよく動きましたという話なのですよ。だから、順番はデジタルが先にあるので

はなくて、人間のコミュニティーが先にあったという例です。 

○橋田座長 他はよろしいでしょうか。 

 どうもありがとうございました。丹先生におかれましては、貴重な御報告をいただきま

した。この後、関連する議論も出てこようかと思いますので、もし差し支えなければ引き

続き御参加いただけますと幸いです。 

 次に、見守りサービス、コミュニケーションロボット等を提供されているユカイ工学株

式会社様、セコム株式会社様から御発表をお願いしたいと思います。 

 ユカイ工学株式会社の鈴木様、セコム株式会社の河村様、合わせて20分程度で御発表を

お願いいたします。 

 

 

 

≪2．③事業者ヒアリング（ユカイ工学株式会社、セコム株式会社）≫ 

 

○鈴木氏 ありがとうございます。 

 御紹介にあずかりましたユカイ工学の鈴木と申します。 

 今日はセコムさんと一緒にプレゼンテーションさせていただくのですが、我々、今、投

影されている家族の真ん中にある、ちょっとかわいいロボットを作っている会社になりま

す。我々からは、こういったロボットをなぜ作っているか、どういった使われ方をしてい

るかというところを御説明させていただいて、その後に、このロボットを使ってセコムさ

んがどんなサービスを提供しているかというところの御説明をさせていただきたいなと思

っております。よろしくお願いします。 

 まず、我々は、ロボティクスで世界を愉快にしたいというようなビジョンを掲げており

ます。こちらに幾つか我々のプロダクトを用意しているのですけれども、工場で使われて

いて生産性を上げようというものではなくて、もう少しデザイン性にこだわっていて、弊

社の代表の青木がよく妖怪に例えるのですけれども、我々の生活に密着して、たまにちょ

っかいを出したり、人間は弱い一面もあるので背中を押してくれたり、そういった存在の

ロボットを作っていきたいなと思って、30名ほどのエンジニアとデザイナーと一緒に事業

を運営しております。 
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 今日御紹介したいのがコミュニケーションロボット、これは「BOCCO」と書いて「ボッコ」

と読みます。語源は東北の方言で、子供のことを「おぼこい」とか言うのですけれども、

座敷わらしみたいなものがモチーフとなっていて、こういった名前をつけております。 

 この子は意外と賢くて、インターネットにつながっているいわゆるIoTの機器になって

います。それにスマートフォンのアプリとか、ブルートゥースで連携するようなセンサー

があったり、あと右側にあるようなウェブサービスと連携が簡単にできるようにしており

ますので、事業会社さんのシステムとか、最近はやりの生成AIなどと簡単に連携ができて、

必要なものを必要なだけ、後からサービスに必要なものを取り付けていこうというのが

我々の概念になっています。 

 1分ほど動画がございますので、見ていただこうかと思います。 

（動画上映） 

○鈴木氏 ありがとうございます。 

 我々の思いとしては、お子さんとか、おじいちゃん、おばあちゃんに使っていただくケ

ースがあるのですけれども、センサーを置いてとかカメラで見守りというと見守る側の視

点が強いかなと思っていて、そうではなくて、見守られる側というか、御利用されている

側の方がメリットを感じていただける、生きているか、死んでいるかではなくて、元気で

やっているかみたいなところを分かる、そして、今日のお題でもあるエンパワーしたいと

いうような、妖怪なので、そういった思いがあるので、こういった機能を実装しておりま

す。 

 幾つか代表的な機能を御紹介したいなと思っております。 

 1つ目が、動画にありましたけれども、このロボットとスマートフォンをつないで、例え

ば、今、スマートフォンを持ってらっしゃる方は子供もシニアも増えていますけれども、

使いこなせているかというと、そうではないかなと思っています。 

 そのときに、使っていただける方のITのリテラシーに合わせて、とてもシンプルなイン

ターフェースで、おなかの丸いところが録音と再生ボタンになっています。それしかあり

ませんので、おじいちゃん、おばあちゃん、お子さんにとっては簡単にママとかお子さん

たちとメッセージのやり取りができて、我々はいつも使い慣れているスマートフォンでメ

ッセージをLINEのような形でお送りすることができる。仕事中でも移動中でも、簡単に自

宅にいる家族と連絡が取れるというのが1つ目の機能になっています。 

 もう一つ便利なのがリマインド機能となっています。お薬の時間なんかもですし、子供

の場合には身支度してとか、夜寝る時間で歯磨きせよみたいなところもあるのですけれど

も、人間が言うとそこに感情が乗ってしまうので、受け取る側が嫌な思いをしたり、けん

かになったりするというのはよくあるかと思うのですが、不思議とロボットに対して怒る

人はいないもので、ロボットから言うと、うちの娘なんかも身支度を始める。ママから言

われると嫌な顔をする。おじいちゃん、おばあちゃんも一緒かなと思っています。 

 我々も実証実験をやっていて、お薬の飲み忘れみたいなところも改善をされているとい
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うような結果が出ているので、本来、人が一緒にいて話してあげればいいのでしょうけれ

ども、今離れて暮らす家族も増えているので、そういったときにこういったロボットを使

うというのも一つの手なのではないかなと思っております。 

 あとは、こういった付属のセンサーも御用意しております。例えば、部屋センサーとい

うのはロボットが置かれているお部屋の温度とか湿度が分かるようになっているので、こ

れから暑い季節になりますけれども、一定の気温以上、28度とか30度以上になったら、ロ

ボットから「暑いな、クーラーをつけてほしいな」みたいな感じで発話をさせることがで

きます。 

 一方で、自動でクーラーをつけることももちろん今の技術ではできるのですけれども、

我々は背中を押したいというか、妖怪なので、代わりにというよりも気づきを与えて、御

自身でやれることはやっていただくというようなスタンスで今やっております。 

 何名かユーザーさんの声というところで、この80代の男性も、このロボットがいること

で、その先にいる御家族、この場合は50代の娘さんですけれども、その御家族が自分のこ

とを思いやってくれているということを感じるというようなお声をいただいております。 

 あとは、お一人で暮らしていらっしゃる方ももちろん使っていただいていて、割と真面

目な性格の方が多いので、ロボットに「行ってくるよ」とか「ただいま」と言ったり、そ

れで生活のめり張りを感じたり、それを娘さんが見て、今日も元気でやっているなみたい

なところが分かるというような声もいただいております。 

 こちらは我々が提供しているロボットの費用になります。買い切りになると若干価格が

高くなってしまうので、特にシニアの場合にはお部屋にWi-Fiがない、無線の環境がないケ

ースが多いので、通信費用と先ほどのサービスというか、アプリもつけて月額3,000円弱と

いうところで提供しております。 

 今日、セコムさんと一緒に登壇させていただいているのは、我々はロボットを普及させ

たいという思いがあるのですけれども、我々だけではなかなかそれが実現できないという

ところがありますので、たくさんの事業会社さんとパートナーシップを組んで、自治体さ

んともパートナーシップを組んで、それぞれの領域でこのロボットを普及させていきたい

と思っています。 

 後ほど河村さんからも御紹介いただきますけれども、セコムさんとはシニア向けの見守

りのところで「あのね」というサービスを提供していたり、自治体連携も数多く行ってお

りまして、広島の呉市さんでは、島がたくさんある地域なので、物理的に移動して見守り

をするというところが、民生委員さんも減ってきている中で苦労していらっしゃるとお聞

きしています。その代替をするわけではないのですけれども、見守りに行く間にこのロボ

ットがいろいろリマインドをしてくれたり、御家族とつないだり、こういったものを使っ

て負荷を下げながら地域の見守りをやっていこうみたいなところをさせていただいている

というような事例がございます。 

 まずは我々からロボットのところの御紹介でした。ありがとうございます。 
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 ここからは、河村さんにおつなぎします。 

○河村氏 セコム株式会社セキュリケア事業推進室の河村と申します。本日はありがとう

ございます。 

 さきに御登壇いただいたパナソニック様、一般社団法人電子情報技術産業協会様の議論

を聞いていて、我々の視点はもしかしたらずれているのかもしれないですが、そこは御容

赦いただければと。ただ、我々は高齢者に対して様々な事業をやっておりますが、高齢者

の実態がどんなものかみたいなところを今日は皆様にお伝えできればなと思って登壇させ

ていただいております。よろしくお願いいたします。 

 セコムの紹介は簡単ですが、1962年に設立しまして、日本ナンバーワンのセキュリティ

ー会社でございます。セキュリティー、メディカル、様々な事業を幅広くやらせていただ

いています。 

 そんな中、2030年ビジョンをつくっておりまして、いろいろなものがつながっていくみ

たいなところを目指したプラットフォーム、安心できるプラットフォームをつくるために、

セコムグループは進んでおります。 

 その手前の中期目標として、RoadMap2027というのを先般発表させていただきまして、御

高齢者が増えているこの社会で見守りという領域をどんどん強めていこうという活動をし

ています。 

 そうは言いながら、大所高所に立ってああでもないこうでもないと言っていてもしよう

がなく、現場、現実に即した動きをしていきたいということで、セコムグループで初とな

る「セコム暮らしのパートナー久我山」というマーケティング拠点を2015年4月にオープン

しまして、何でも相談窓口を展開しております。 

 ある方からは民間版地域包括支援センターと言われているのですけれども、本当に御高

齢者の生活に関わることを犯罪行為以外は何でも受け止める、そのような思いでやらせて

いただいております。ですので、先ほど丹先生からお話があった、自分で設定ができない

みたいな話は、我々もこの相談窓口で御相談として受けています。 

 LINEの画面を持ってきて、LINEが壊れちゃったみたいなことを言ってくるおばあちゃん

がいるのですが、ただ単にトーク画面からニュース画面に移っているだけと。それでも、

やはり高齢者としては壊れちゃったという印象になります。ですので、我々としては、こ

ういう御高齢者の一つ一つの困り事がどんな背景でどんな思いで起きてしまっているのか

というのを実感するために、自分たちで解決までお手伝いするというお店をつくって、そ

の中で得た知見で新しいサービスをつくっていく、そのようなことをやらせていただいて

おります。 

 セコムは見守り関連サービスに力を入れておりますけれども、ここはもう皆さんには釈

迦に説法ですから飛ばします。御高齢者はどんどん増えていきますというグラフです。 

 8ページ目ですが、セコムの見守り関連サービスとして、ホームセキュリティーに始まっ

て様々なサービスを御提供させていただいています。本日は、その中でコミュニケーショ
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ンサービス「あのね」を御紹介させていただければなと思います。 

 「あのね」を我々がサービス化しようと思った背景です。これはもう統計学的にももち

ろん、独居の御高齢者、孤独な御高齢者が増えているというのは言われていますが、先ほ

ど申し上げた相談窓口で様々なサービス、お手伝いをさせていただいている中で、本当に

お一人暮らしの方が増えていると感じます。御家族ともそんなに連絡を取っていない。昔

は御近所の世話焼きのお友達がいて、電球交換や草むしりを手伝ってもらったけれども、

その方も高齢化していて、もしくは施設に入ってしまってと。ですから、御家族だけでな

く社会との接点も減っている御高齢者が本当に増えているなと感じております。 

 内閣府の調査になりますけれども、御高齢者は本当に人と話をしてなくて、二、三日に

1回以下しか他人と会話しないという方が約半数いると言われています。そんな中で、我々

は「あのね」というサービスをやらせていただいています。 

 先ほど、emoちゃんの動画ではありましたけれども、動きを見ていただいたので、スキー

ムのイメージだけ。 

 先ほどユカイ工学様から御説明があったとおり、BOCCO emoちゃんというのは裏側に人

間がいるというのが特徴のあるロボットです。この裏側の人間の部分を今セコムは担って

います。 

 御家族がアプリを使ってつながりを保っていくということももちろんしていただくのは

いいかなと思っているのですけれども、お仕事をしていたり、育児をしていたりという中

で、親御さんにそんなにしょっちゅうお返事できないという方が多分にいる中で、そこの

部分を我々が請け負うことで御高齢者とのつながりを実現できないかということで、「あ

のね」というサービスを開始しております。 

 これは、御家族ではなくて他人が入ったことで、私自身がよかったなと思っていること

があります。御高齢者が会話をするときに、相手が他人なので少しかっこつけるのですね。

ちょっと気取るといいますか、これが社会性の維持にもつながっているとおっしゃってく

れる方も多くて、他人でありながらもBOCCO emoちゃんの裏側にいる我々のことをとても

愛してくださって、日々、朝の「おはよう」から「おやすみ」まで会話をさせていただい

ております。 

 この仕組みですけれども、先ほどユカイ工学様からも簡単にお話がありましたが、我々

の「あのね」では、お一人お一人の御高齢者の暮らしぶり、起きる時間、お休みになる時

間、御飯を召し上がる時間みたいな生活のスケジュールをあらかじめお伺いしておいて、

それを定期メッセージという形で、毎日、毎時間、必ず違うメッセージが出るように、メ

ッセージデータベースからメッセージを作って発信をしています。それがクラウドを通じ

てBOCCO emoちゃんから、かわいいロボットの音声で御高齢者のところに届く。朝の挨拶か

ら、お薬のことや、午後の雑談や、様々なことをさせていただいています。 

 逆に、御高齢者がお話をしてくださるときは、簡単なボタン操作でお話ができます。そ

の音声データがクラウドを通じてテキストとその音声がそのままオペレーターのほうに届
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く。オペレーターがその内容を見て返信をして、先ほどのBOCCO emoちゃんのかわいい声で

お客様のところに届く。 

 スマートスピーカーと比べるとリアルタイム性はないのですけれども、それでも裏側に

人がいるので、そういう意味では人の温もりを感じたメッセージをお届けできているのか

なと考えています。 

 我々、「あのね」が目指すもの、解決したいことは、やはり御高齢者の孤独・孤立かな

と考えています。孤独・孤立というのが死亡リスクを高めるとか健康悪化につながるとい

うのはいろいろな論文でも出されていますし、本当に孤独・孤立が大きな社会問題だなと

我々も感じていて、こういった方々が元気ないままでいると、これを支える側もとても大

変になってくる。ですので、介護離職とか、今だとビジネスケアラーとか、そのような話

題のある言葉にもなりますけれども、社会全体が大変になってくるので、御高齢者が誰か

とつながっている、孤独ではないよということで元気になっていただくことで、社会全体

も元気にしていく、そんなことがこのサービスを通じて実現できたらなと考えています。 

 最後に、2つだけ自治体とやらせていただいている実証事例をお伝えします。ここが本日

のエンパワーみたいなところに関係するところかなと思います。 

 1つが、広島県の福山市様とやらせていただいた取組です。これはユカイ工学様とも一緒

にやらせていただいたのですけれども、御高齢者はインターネットで何かを買うというの

がなかなか難しい方が非常に多いです。いろいろな大手スーパーさん、小売店さんはネッ

トをどんどん進化させていますが、リアルな、昔の御用聞きみたいなものはどんどん減っ

てしまっているなという実感があります。 

 それは、事業者側からしたら当然しようがないことであると思うのですけれども、御高

齢者にとってはとても暮らしづらいというか、買物も大変になってきている実態がある中

で、ある広島のスーパーさんに御協力をいただいて、そのスーパーさんのカタログを事前

に御高齢者のほうにお渡しして、そのカタログを見ていただいて、注文があれば、BOCCO 

emoちゃんを通じて我々オペレーターのほうにその注文内容を届けていただく。我々がそ

れをスーパーにお伝えをすることで、スーパーさんは、先ほどユカイ工学さんも説明があ

りましたが、アプリで注文内容も音声とメッセージが見られますので、その内容に基づい

て配達をする。 

 スーパーさんから非常に喜ばれたのが、このスーパーさんは地域の高齢者を守るために

買物弱者に対する対策で、電話注文の配達サービスをやっていらっしゃったのですが、電

話だと長いみたいなのですね。あれとか、この前のとか、赤いやつとか、何みたいな話が

ある中で、こういうBOCCO emoちゃんを通じた一定の仕組みがあることで、電話注文を受け

るところの言い間違い、聞き間違いも減るし、そもそも電話時間がすごく短くなったとい

うことで、とても喜ばれた事例です。 

 かつ、このときは10名の御高齢者に参画いただいて実証をやったのですけれども、その

方々はこのスーパーに来られなかった方だったので、スーパーにとっても新たな顧客層の
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獲得といいますか、売上増にもつながったということで非常に喜んでいただいた事例です。

ですので、BOCCO emoちゃんが少しエンパワーできたかな、BOCCO emoちゃんと我々「あの

ね」の仕組みがお手伝いできたかなと思うところです。 

 もう一つが、犯罪を防ぐためのエンパワーというか、特殊詐欺対策です。これはNTT東日

本さんとともに取り組んでいるのですが、NTT東日本さんが持ってらっしゃる特殊詐欺対

策アダプタという商品があります。登録していない電話番号からかかってきた通話内容を

クラウドに上げて、危ないメッセージが入っていたら家族に伝える、そのようなサービス

をもうNTTさんはやってらっしゃったのですね。 

 ですが、特殊詐欺の実態からすると、御高齢者に電話を切らせない、一対一の空間をず

っとつくるというのが特殊詐欺犯の常套手段ですので、御家族が仮にこれをメールで受け

たとしても、固定電話にかけたときに話し中でずっとつながらないのですね。結果として

詐欺を防げない。そうであれば、BOCCO emoちゃんが同居しているので、この子がその一対

一の空間に無理やり割り込んだらどうかということを実証実験でやらせていただいていま

す。 

 当然、このアダプタのクラウドで検知するAIの仕組みがまだ100％ではないので、例えば

銀行の方とお話しされているときでも誤検知してしまうのですね。「お金」とか「振込」

というワードが入ってくるので。ですけれども、BOCCO emoちゃんが「何か変な電話をして

いない」みたいなことで、やいのやいの言うので、おじいちゃん、おばあちゃんからは特

殊詐欺がすごく身近な存在に感じるというか、自分の自衛力が高まる気がするみたいなこ

とをおっしゃっていただけて、これもとても喜んでいただけている仕組みかなと思います。 

 駆け足になりましたけれども、我々がちょっと思っているのが、いろいろなものがつな

がって消費者が自由にいろいろなものを選択できるみたいな世界はとてもすばらしいこと

かなと思うのですけれども、そこには誰か伴走者がいないと、特に御高齢者は難しいので

はないかなと思っています。 

 これから時代が発展していって、それこそスマートグラスとかいろいろな技術が出てく

ると思うのですけれども、そういうものが出てきたときに御高齢者になっている方は多分

その技術がやはり分からないと思うので、技術の進化と年齢の進化の溝がいつまでも縮ま

らないような形になるのではないかなと思っています。ですので、やはり何かしらの伴走

システムというか、伴走する仕組みが必要なのではないかなと感じています。 

 長くなりましたけれども、我々からは以上でございます。 

○橋田座長 ありがとうございました。 

 ただいまの御発表内容を踏まえて質疑応答、意見交換をしていきたいと思います。御発

言のある方は、挙手またはチャットでお知らせください。いかがでしょうか。 

 鳥海委員、お願いします。 

○鳥海委員 鳥海です。 

 非常に興味深い御発表をありがとうございました。 
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 セコムさんとユカイ工学さん、両方への御質問ですけれども、こういったリマインド機

能とか見守りのシステムをいろいろされていると思うのですけれども、こういったものに

関してどの程度効果があったのか、どういった形でユーザーは受け止めていたのかという

のを、今の技術ですとリアルタイムで分析することもできるのかなと思うのですけれども、

そういった辺りはどういった形でフィードバックを受けて、それを活用されているのかを

教えていただいてもよろしいでしょうか。 

○河村氏 セコムのほうから回答させていただきます。 

 普通のユカイ工学様のBOCCO emoちゃんを御家族で使うパターン、あとはセコムが裏側

にいる「あのね」のパターン、いずれも日常使いの中では効果測定みたいなところはやっ

ておりません。ただ、自治体、医療機関、企業と行った実証実験においてはフィードバッ

クを取るようにしています。 

 最近、東京都様と一緒にやらせていただいた東京データプラットフォームという事業が

あったのですけれども、その中で、お出かけに関する声かけをしたらどれぐらいお出かけ

の意欲が上がるのか、お出かけをする頻度が上がるのかみたいなことをやらせていただい

たら、40人に参加していただいたのですけれども、75％の方が意欲が維持・向上したとい

うようなフィードバックを得られましたので、こういった薬の声かけや何かのリマインド

は役に立つものだと考えています。こういった実証のデータを基に我々が日々声かけのメ

ッセージをチューニングしているという形です。 

○鳥海委員 ありがとうございます。 

 例えばお出かけですと、実際にお出かけしたかどうかみたいなものをある程度推定でき

るのではないかなと思うのですけれども、そういったことはされていないということです

ね。 

○河村氏 日常のサービスの中ではやっていません。 

○鳥海委員 分かりました。ありがとうございます。 

○橋田座長 森座長代理が17時頃退席されるそうなので、お先にお願いします。 

○森座長代理 申し訳ありません。それでは、恐れ入りますが、先に申し上げます。 

 セコムさんにお尋ねしたいと思います。バックグラウンドでオペレーターの方が反応さ

れるパターンなのですけれども、まず、本当にすごいいいサービスをされているなと思っ

ていまして、私も高齢な母が一人で実家におりますので、必要性も有効性も非常によく分

かりました。 

 鳥海先生の御質問とも関係するのですけれども、いろいろなことをemoちゃんに話しか

けるでしょうし、いろいろな音声が取れると思うのですけれども、取った情報のガバナン

スということも一方では必要になってくるかなと思うのですが、そのことについて何かル

ールとか制約というものを決めておられるでしょうかということを教えていただければと

思います。よろしくお願いします。 

○河村氏 ありがとうございます。 
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 入手した会話データ、音声データは、サービスの改善に活用するということはあらかじ

め御契約者様には同意を取っております。ただ、それを第三者に提供する、例えば最近だ

と都知事選を誰に入れるみたいなことを仮に聞いたとして、そういったことを結果として

何かに出すみたいなことは基本的にはやらないと、我々はお客様とのお約束の中ではそう

いうふうにお伝えをしております。 

 あと、受け取った会話データ、音声データみたいなところは暗号化して保管するといっ

た最低限のセキュリティー対策もやらせていただいております。 

○森座長代理 分かりました。ありがとうございました。 

○橋田座長 田中委員、お願いします。 

○田中委員 田中です。 

 貴重なお取組について御説明いただき、どうもありがとうございます。 

 全体としては機能の一部になるかと思うのですけれども、先ほどの最後のスライドの特

殊詐欺対策として利用するという機能のところについて質問させていただければと思いま

す。 

 鳥海先生の御質問で既に回答済みかもしれないのですが、お伺いしたいのは、21ページ

のスライドでいろいろな矢印があって、5番目の「ロボットによる注意喚起」で一応終わっ

ているのですけれども、技術を消費者をエンパワーするところにつなげるということを考

えると、⑤の後で消費者へエンパワーする矢印が恐らく出ることになるのだと思います。 

 そこについてお伺いしたいのですけれども、例えば特殊詐欺のうち、いろいろあります

が、オレオレ詐欺だとすると、消費者は子供が本当に困っていると誘導されているわけで

すね。感情的になって、衝動的な思考が誘発されるような状態になっていると思うのです。

平時ではemoちゃんに耳を傾けるのだけれども、そういったときにはemoちゃんの忠告を無

視することも考えられるかと思います。ロボットの忠告によって実際にオレオレ詐欺のよ

うな状態になったときを踏みとどまらせるような効果検証みたいなものを既にされていた

ら教えていただけないでしょうか。 

 また、特殊詐欺の内容によって、もし声かけの仕方を変えておられるみたいなことがあ

れば、併せて御教示いただきたいと思います。よろしくお願いいたします。 

○河村氏 ありがとうございます。 

 神奈川県さがみロボット産業特区様との取組の前に、1度実証をやらせていただいたこ

とがあって、特殊詐欺に対する取組は我々も非常に力を入れております。 

 ただ、残念ながらというか、幸いにしてなのか、実証期間中に対象のモニターの方に本

当の特殊詐欺電話がかかってこなかったので、とどまらせることができたのかというのは

効果が測れていないのが実態としてございます。 

 ただ、先ほど少し説明の中でも申し上げたとおり、その方々に自分が特殊詐欺にかかる

と思っていますかみたいな前後アンケートみたいなものを取らせていただいたときに、自

分事化する数値がすごく上がっていたのですね。ですので、日々、こういった存在が特殊
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詐欺に類するような電話があったときに声かけをしてくれるということは、その方々にと

っての意識づけには間違いなくつながっているのだろうなと思います。 

 あと、実証期間中の話ですが、もしこういう電話があったときは心配なので、実際に御

本人にもお電話を我々のほうからしております。 

 では、これをサービス化するとしたときにそこまでできるかというと、アダプタの精度

の向上という点も含めて、どうしていくかというのは正に一つの課題になっております。 

 もう一つ、詐欺に対していろいろ言い方を変えているかみたいな話ですが、この取組で

体験いただいているモニターの方には、いろいろな詐欺の手口を実は日々このロボットか

ら伝えております。最近はこういうのがはやっているよとか、特に屋根の修理とかリフォ

ーム詐欺みたいなのが最近非常に多いので、トレンドに合わせて注意喚起を定期メッセー

ジとして流させていただいているので、そういった意味では、聞いてくださっているモニ

ターの方にとっては自衛力というか気づきにはなっているのではないかなと思います。 

 御質問の答えになっているか、少しずれているなとは思っているのですが、回答させて

いただきました。 

○田中委員 ありがとうございました。 

○橋田座長 他に御質問はございますでしょうか。 

 原田委員、お願いします。 

○原田委員 御発表ありがとうございました。 

 私も欲しいなというぐらいで、孤独というところを18ページのところに書いてあるので

すけれども、孤独にアプローチするのは大事なこととともにすごくリスクが高いことでも

あると思うのですね。 

 孤独を抱えている人は別に高齢者だけではなくて、社会にいるからといって孤独を抱え

ないわけではないので、いろいろな孤独を感じている世の中の人はいっぱいいて、そこに

アプローチをするということは、いい面でアプローチができればその人にすごく強みとい

うかエンパワーになると思うのですけれども、逆に言うと、悪用しようとすると、宗教で

はないですけれども、悪いほうに持っていこうと思うと、孤独につけ込んで悪質なことを

しようとする人たちも当然いるわけですよね。だから、孤独にアプローチするという行為

自体が、いいこともあって、悪いときにも使われてしまう。 

 孤独を解消するという点では、それに触れる事業者さんが本当に正しい事業者さんでな

ければやれないことであると思うので、そこら辺はセコムさんだから心配ないと思うので

すけれども、一方で、オペレーターさんのほうにつながるという点で、説明を聞いている

と、高齢者の方をかなりターゲットにしているということなので、そうすると、高齢者の

方々は健康面とか精神面とか認知面のところで年でいろいろ変わってくる。特に、独り暮

らしだと周りが気がつかないというときに、このロボットを使ってセコムさんと連絡を取

ってお話をしている間に、この人は最近どうかなみたいなことを感じるようなときの対応

ルールとか、お買物のケースもさっきありましたけれども、買物を同じように繰り返して
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しまうとか、何か不自然な行為があったときに個別に対応するようなことをされていらっ

しゃるのでしょうか。 

○河村氏 ありがとうございます。 

 冒頭にお話しいただいた、孤独というのは正に難しい課題だなと思っていますし、我々

も、この取組をしているからといって、この大きな社会課題にこれだという解決策を示せ

たとは思っておりません。 

 今、独り親の御家庭にもこの子を入れていただくという取組もさせていただいているの

ですけれども、本当に世代によっても違いますし、性別によっても違いますし、状態によ

っても違うので、ここはもう一個一個学んでいるというのが実態でございます。ただ、幸

いにして、皆さん、相手がセコムだというところでとても安心していただいているという

のは、手前みそですけれども、我々は誇りに思っているところです。 

 その上で、会話内容から何か異変、異常みたいなところを検知できないかという御質問

のところのお話をさせていただきます。サービスとしては、必ず助けるといったことをう

たうサービスではなくて、あくまで雑談、つながるサービスですと言っています。どうし

てもセコムという名前を聞いたときにお客様がイメージするのは、これで「助けて」と言

ったらセコムさんが来てくれるのねと。 

 できないか、できるかと言われれば、何とかやろうと思えばできるというところはある

のですけれども、セキュリティーセンサーとか0と1を判断するセンサーと比べると、会話

データ、声のデータは非常にファジーで、それを運用オペレーションに落とそうとすると

なかなか難しいので、これはサービスとしてできるとはうたっていません。 

 ただ、これはサービスとしてできないという前提ですけれども、裏ではちゃんとルール

を決めていて、そういうことを聞いたのであれば、例えば御本人に我々のほうからリアル

でお電話してしまうとか、御家族に連絡するとか、ケアマネージャーさんに連絡するとか、

そういったことはさせていただいています。 

 行く行くやりたいなと思っているのは、先ほど会話データの利活用みたいなお話もあり

ましたけれども、精神的に落ち込んでいる方は会話の頻度や会話の内容がちょっと変わっ

ているなというのはやっていて感じるところであるので、これを定量化して、もしかした

ら元気がないかもしれないよという周りの人への介入アラートを上げるようなことはやっ

ていこうと思っています。 

○原田委員 ありがとうございます。心強いことを聞いたような気がします。 

 確かに、孤独というところは、よいほうにも悪いほうにもあっという間に使えてしまえ

るので、そこに各利用者さん、特に高齢者になるとそこにだんだん狂いが出てくるので、

そういったところに裏のルールがあったり、もしくは孤独を抱えていてこの世が嫌になっ

ちゃったみたいなことをしゃべられ始めたときに、そういうところを受け止めなければな

らないサービスをもうやっているのだという御認識はあると思いますので、そこら辺を裏

で、あと、いろいろなところと提携しているという点では有り難いなと思いました。あり
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がとうございます。 

○橋田座長 他に御質問は。 

 どうぞ、相澤委員。 

○相澤委員 興味深いお話をどうもありがとうございました。 

 高齢者の方こそ本当に多様なのではないかなと思いながらお話をお伺いしていて、きめ

細かくインタラクティブにいろいろ情報も集めて経験を蓄積しておられるところは非常に

すばらしいことだと思いました。技術の面から多様性の問題をみたときに、例えば1つのロ

ボットとか1つのサービスでカバーするのはちょっと難しいのではないかなという印象も

あるのですけれども、どの辺りが技術的な課題になって、どういう要素があれば多様性に

対する対策となるのかというのを現場感のあるお立場からお聞かせいただければと思いま

す。 

○河村氏 ありがとうございます。 

 サービスとしても御提供させていただいているので、そういった意味で、もちろん課題

があれば適宜対応していると思うのですけれども、大きな課題の一つとして、本当におっ

しゃるとおり、御高齢者はいろいろな状態の方がいらっしゃるので、例えば簡単なボタン

操作とはいえ、リウマチの症状を抱えてらっしゃったら、そのボタンを押すことすら大変

だという方がいらっしゃいます。それを解決するために、ボイスユーザーインターフェー

スのようなことはemoちゃんが持っている機能としてあるのですけれども、我々はあえて

それを潰してしまっているのですね。盗聴してほしくないという御高齢者の気持ちがある

ので、声で操作をするというのを極力なくすようにしているのです。自分で押したときし

か録音されない。 

 ですから、その方が思ってらっしゃる流儀というかお考えと技術とをうまく組み合わせ

るときに、それぞれに最適化していくことが簡単にできたらいいと思うのですけれども、

価格を抑えて御提供することを考えると、パーソナライズ化がなかなか難しいなと思って

いるのが実態としてはございます。とはいえ、そこはユカイ様と我々といろいろな議論を

させていただく中で、一個一個クリアしていこうというふうに取り組んでいるので、解決

策はあるのではなかろうかなと。 

 あと、これからの時代を考えたときに、恐らく外国の方が日本でお住まいになるケース

が増えてくると思っていて、そういう意味での言語の部分もまだまだ課題があるかなと思

っています。オペレーターの語学スキルに関しても課題があります。英語でしゃべられて

も英語でお返しするというのがなかなか難しい中で、そういうことが、生成AIの力を使う

のか、はたまたそうでない何かを使うのか、できるといいなと思います。 

 在留外国人の方は孤独感を抱えていらっしゃる方が非常に多いので、あのねで母国の親

御さんとBOCCO emoちゃんを通じて会話できるというのはすごくいい世界観だと思うので、

何とか技術を活用しながら実現していきたいなと思っています。 

○相澤委員 ありがとうございます。 
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 技術だけではなくて、持っていらっしゃる身体的な機能と規制の問題もあるというのが

よく分かりました。ありがとうございます。 

○橋田座長 そろそろ時間です。 

 鈴木様、河村様、貴重な御報告をいただきまして、どうもありがとうございます。 

 最後に、事務局から事務連絡をお願いします。 

 

 

 

≪3．閉会≫ 

 

○江口企画官 本日は、長時間にわたりありがとうございました。 

 次回の会合につきましては、確定次第、御連絡させていただきます。 

 以上です。 

○橋田座長 では、本日はこれにて閉会とさせていただきます。お忙しいところを御参集

いただきまして、ありがとうございました。 

 

以 上 

 


